
学内組織紹介 つくばキャンパスは、東西約1km、南北約4kmの自然に恵まれた広大なキャン パスで、東京ディズニーランドと東京ディズニーシーを合わせた面積の約2.4倍の広さを誇ります。広いキャンパスには様々
な教育・研究組織がありますが、全てを知ることはなかなか出来ません。 その組織や施設が、どのような目的で設置され、どのようなことをしているのかなど、各号で紹介していきます。 

第3回

農林技術センター

　同センターは、生物資源学類の学生を対象に水田、畑
作、野菜、花、果樹、畜産、農業機械、樹木等に関する実習
を実施しています。他にも卒業研究、総合科目、附属坂戸
高校生等の実習の場として、フィールドを開放しています。
　筑波地区以外に長野県の八ヶ岳山麓地帯に八ヶ岳・川
上演習林（282.25㌶）と静岡県の大井川上流地帯に井川
演習林（1762.26㌶）を保有しています。両演習林は植生が
それぞれ違い、森林や水流の適切な環境や形態、景観、ま
た野性動物の保護などに配慮しながら、森林や動植物の研
究や学習、野外調査のフィールドとして活用されています。
　厳しい自然環境の八ヶ岳演習林では、夏期に生物資源
学類や附属坂戸高校の実習を実施するなど教育も行って
います。
　井川演習林は平均斜度が38～40度、ほぼ全域にわたる
急傾斜地です。森林育成や流域管理に努めています。
　筑波地区にある植物見本園では国内産樹木を中心に
植栽・育成をし、植物や森林の専門分野の教育や研究に
フィールドを提供しています。四季折々の植物の変化を観

察しながら散策できる“憩いの場”としても、教職員や学
生、地域の人たちに利用されています。

　同センターが力を入れているひとつが社会貢献プロ
ジェクトです。地域交流や普及活動の強化・推進を図り、近
隣地域と連携し、食や緑・環境などについて広く社会・地
域と交流し、技術普及するための企画や支援を行ってい
ます。

 
　本学が初めて「現代GP」   を取得した取り組み「食と緑
のマイスター育成講座」は、市民公開講座も展開し、学生
をインターンシップで参加させるなど、社会貢献や教育改
善を図ってきました。中でも「雑穀を用いた食育」は、同セ
ンターの作物生産技術班を中心に、つくば市内の小学校
で雑穀を栽培から収穫、食べるまでを学習しています。地
域ボランティアが雑穀を用いた調理実習用レシピを開発
するなど、地域と連携し技術普及を行っています。

　ほかに「自家製チーズを楽
しむ」講座も人気が高く、今年
度の予定実施回数を増やし
たほどです。

 

　同センターは、300品種
以上のサクラソウを保有し、

日本一の品種数を保存しています。このサクラソウの遺伝
資源保存活動として地域の人たちに株分けや栽培技術の
指導を行う「サクラソウの里親制度」を実施しています。現
在89人の里親が、203品種を栽培し保存しています。
　毎年4月下旬には筑波実験植物園で「さくらそう展」を
開催し、一般公開しています（今年は4/18～4/26）。

 
　2004年に国際規格である環境マネジメントシステム
ISO14001を取得しました。これは農学系附属施設として
全国初の認証取得です。全国の農学系施設のモデルとし
て、環境に配慮した生物生産活動を行い、その成果を積極
的に社会に還元しています。

　
　同センターは1979年にUNESCO（ユネスコ）のAPEID事
業の協同センターに指定されて以来、国際交流活動の柱
として「筑波アジア農業教育セミナー（TASAE）」が開催さ
れ、多大な成果をあげてきました。現在は「農学ESD」    に
貢献することを重点項目に掲げています。

　
　「まずは可能なところから農薬を減らしています」と坂
井前センター長。
　センターでは実践や実習で生産した農産物をセンター
事務室で月、水、金の週3回、第1・3水曜日には附属病院で
も移動販売しています。旬の新鮮な農産物を楽しみにして
いる常連客も多く、特にコメ、サツマイモ、トマト、ナシは

定評があります。
　農産物の生産履歴を開示する青果ネットカタログ
「SEICA」システムを活用し、消費者へ食の安心・安全の提
供に努めています。
　また、2006年5月からは附属病院の給食へ、農産物の提
供を開始しました。農薬使用量が少なく、安全性の高い材
料を使用した患者給食サービスで、これまでコメ、ジャガ
イモ、トマト、ダイコン、ブルーベリーを提供しています。
　坂井前センター長は「農林技術センターのすべての活
動が、地球規模の環境保全や向上のために役立つ、大き
な使命だと考えています。これからも質の高い教育や研究
を進め、国際交流や地域連携も深めていきたい」と話して
います。

生産物にはSEICAシールが貼られる

井川演習林での鹿の群れセンターほ場で田植えの実習 筑波地区（植物見本園）

農林技術センター

大人気のコメ

八ヶ岳演習林

筑波大学キャンパスの北エリアに39.75㌶の広大な面
積を持つ「農林技術センター」は、1973年の本学開学
時に、教育と研究を通して農林技術の発展に寄与す
ることを目的に、国内初の農林統合施設として設置
されました。弦間洋センター長のもと、▽教育研究
推進部▽農林生産技術部▽事務部の3部門で構成さ
れ、さまざまな教育、研究、実習を行っています。本学
の学生や教職員のほか、他校や地域の人たちにも利用
されています。

■教育・研究のフィールドや憩いの場

■重要プロジェクトの社会貢献

■環境への取り組み  ISO14001を取得

■国際貢献

■安全で安心な生産物を提供

◇食と緑の地域連携プログラム

◇サクラソウ
　里親制度の推進

※1）現代GP
　　文部科学省が、各大学・短大等の優れた教育改革の取り組みに対し、申請された取り組み
　　を選定し財政支援する「現代的教育ニーズ取組支援プログラム」。
　　GPはGood Practiceの略。
※2）農学ESD
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※1

雑穀を含む作物品種見本園を見学する小学生　 センターに保存されているサクラソウは日本一の品種数を誇る


